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47 『陰流言』の分析

一
は
じ
め
に

武
術
史
（
特
に
剣
術
）
の
立
場
か
ら
近
世
中
期
と
い
う
時
代

（

１

）

を
見
た
場
合
、
一
般
的
に
は
形
骸
化
さ
れ
た
「
か
た
」
稽
古
に

（

２

）

対
し
て
、
新
た
な
「
し
な
い
」
稽
古
を
導
入
し
始
め
た
時
期
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
方
で
は
そ
の
し
な
い
稽

古
が
発
展
し
用
具
な
ど
が
考
案
さ
れ
て
い
く
が
、
他
方
で
は
そ

れ
ら
は
本
来
の
切
り
合
い
か
ら
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
と
し
、

元
来
の
保
守
的
な
立
場
を
固
持
す
る
者
も
い
た
。
つ
ま
り
、
「
か

た
」
稽
古
と
「
し
な
い
」
稽
古
の
二
局
面
を
有
し
て
い
た
の
が

近
世
中
期
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
あ
く
ま
で

も
一
般
論
で
あ
り
、
地
方
に
よ
っ
て
は
若
干
の
相
違
が
見
ら

れ
、
最
近
の
地
方
史
研
究
に
よ
っ
て
詳
細
な
部
分
が
徐
々
に
明

ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
筆
者
自
身
も
「
尾
張
藩
の
剣
術
（
特

に
新
陰
柳
生
流
）
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
持
ち
、
尾
張
藩
の
剣
術

様
相
に
つ
い
て
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
べ
く
研
究
を
進
め

埼
玉
工
大
研
究
紀
要

『
陰
流
耆
」
の
分
析

て
い
る
が
、
そ
の
全
貌
を
掴
む
ま
で
の
資
料
は
な
く
、
ま
し
て

や
近
世
中
期
と
い
う
あ
る
意
味
で
は
剣
術
界
の
転
換
期
で
あ
る

こ
の
時
期
に
つ
い
て
も
、
未
だ
明
確
な
事
実
は
掴
朶
き
れ
て
は

い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
あ
る
特
定
の
流
派
の
変
遷
を
追
う
こ
と

が
、
そ
の
全
体
像
を
明
ら
め
る
一
手
段
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
新
陰
柳
生
流
と
い
う
戦
国
時
代
に
上
泉
秀
綱
に
よ
っ

て
開
流
さ
れ
た
流
派
を
取
り
挙
げ
、
具
体
的
に
こ
の
流
儀
（
技

法
も
含
む
）
の
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
は
、
先
に
触
れ
た

剣
術
界
の
転
換
期
に
あ
た
る
こ
の
時
期
に
、
新
陰
柳
生
流
の
道

統
を
継
承
し
た
柳
生
厳
春
の
勢
法
観
が
記
さ
れ
て
い
る
『
陰
流

書
』
を
取
り
挙
げ
、
そ
の
分
析
を
試
ゑ
た
。
こ
の
柳
生
厳
春
と

は
、
兵
法
補
佐
家
の
長
岡
房
成
と
共
に
新
陰
柳
生
流
の
中
興
の

祖
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ま
で
衰
退
し
て
い
た
こ
の
流
派
を
復
興
さ

せ
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
第
五
世
の
柳
生
厳
包
が
著
し

た
開
封
厳
禁
の
『
新
陰
流
秘
書
』
（
以
下
『
秘
書
』
）
を
開
示
し
、

加

藤

~

純

一
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流
儀
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
陰

（

３

）

（

４

）

（

５

）

流
書
』
と
『
秘
書
』
（
そ
の
な
か
の
特
に
『
新
陰
流
兵
法
目
録
』
）

と
は
そ
の
形
態
に
お
い
て
非
常
に
酷
似
し
て
は
い
る
が
、
そ
の

な
か
に
も
厳
春
の
言
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
彼
独
自
の

勢
法
観
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
『
陰
流
害
』
の
詳
細
な
分
析

を
通
し
て
、
新
陰
柳
生
流
の
当
時
の
傾
向
を
述
べ
る
と
共
に
、

近
世
中
期
の
剣
術
界
の
動
向
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
し

た
。

二
『
新
陰
流
兵
法
目
録
』
と
『
陰
流
書
』
と
の
相
違

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
厳
春
は
そ
の
道
統
を
継
承
す
る
と

同
時
に
、
柳
生
厳
包
が
封
印
し
た
『
秘
書
』
を
開
封
し
、
衰
退

し
て
い
た
新
陰
柳
生
流
を
復
興
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

『
新
陰
流
秘
書
』
（
新
陰
流
兵
法
目
録
）

○
三
学
円
太
刀

・
一
刀
両
段

半
開
半
向

斬
釘
裁
鉄

~~

○
三
学
円
太
刀

・
一
刀
両
段

半
開
半
向

斬
釘
裁
鉄

此
構
は
下
り
て
構
る
也
・
能
々
右
の
分
別
し
て
待
事
を
専
ら
と
つ
か
う
。

す
べ
て
当
流
に
て
は
浅
く
勝
事
を
用
る
な
り
。

身
を
一
重
に
し
て
一
文
字
の
太
刀
の
ご
と
く
か
ま
へ
て
か
出
る
な
り
。
敵

そ
の
太
刀
を
横
に
な
ぐ
を
う
け
流
し
て
、
敵
の
右
へ
ま
は
り
て
勝
な
り
。

遣
手
は
中
段
ひ
き
ぐ
左
の
ひ
ぢ
を
の
ば
し
て
、
太
刀
は
相
手
の
左
の
目
へ

て
、
厳
春
の
勢
法
の
根
底
に
は
厳
包
の
時
代
の
勢
法
観
が
存
在

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
現
に
厳
春
が
著
し
た
『
陰
流

書
』
と
『
秘
書
』
に
あ
る
厳
包
著
『
新
陰
流
兵
法
目
録
』
と

は
、
ほ
ぼ
同
じ
形
式
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ

る
。そ

こ
で
、
こ
こ
で
は
『
陰
流
書
』
に
見
ら
れ
る
個
々
の
勢
法

に
関
す
る
厳
春
の
若
干
の
私
見
を
基
に
、
こ
の
時
期
の
厳
春
の

勢
法
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
）
形
態
の
相
違

次
の
表
は
、
『
新
陰
流
兵
法
目
録
』
と
『
陰
流
書
』
に
記
さ

れ
て
い
る
勢
法
の
内
容
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
陰
流
書
』

の
項
に
は
、
参
考
ま
で
に
厳
春
が
補
足
し
た
部
分
を
抜
き
記
し

お
い
た
。

『
陰
流
室
眉
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○
九
箇

・
必
勝

、
右
旋
左
転

・
長
短
一
味

大
詰

腱
径

ﾉ|、
哲

一■~、

三遍
ロロ

和
卜

逆
風

○
九
ヶ

・
必
勝

、
，
瞳
寺
４

．
刈
切
三
町

．
随
径

C

和
|、

・
逆
風

・
右
旋
左
転

・
長
短
一
味

大
ニート
ーー些

口ロ

遣
手
は
左
太
刀
右
の
肩
に
か
け
て
打
あ
い
て
打
に
し
た
が
ひ
て
勝
也
。
必

勝
は
と
ぎ
こ
を
ら
ぬ
や
う
に
打
太
刀
待
心
な
り
。
と
り
く
わ
て
り
と
。
必

勝
の
気
味
打
さ
げ
ぬ
や
う
に
、
心
ひ
ろ
く
。
ヱ
び
ら
つ
よ
く
、
心
の
こ
し

先
へ
か
且
る
事
悪
し
。

遣
手
は
右
の
肩
荷
に
は
ら
ひ
の
た
ち
の
ご
と
く
。
遣
手
序
を
切
か
け
て
ひ

く
と
き
は
身
構
は
車
の
太
刀
勝
。

遣
手
の
心
持
、
中
段
の
せ
い
が
ん
え
ん
ぴ
の
初
手
を
持
か
出
る
。
切
か
け

て
見
て
か
つ
な
り
。
や
は
ら
ぎ
し
む
る
と
云
心
を
つ
か
へ
と
な
り
。
三
角

な
る
身
に
切
を
不
し
持
、
行
当
切
付
る
。
跡
に
心
の
の
こ
つ
や
う
に
え
び

ら
専
一
の
事
、
付
候
事
よ
こ
に
つ
か
ぬ
や
う
に
。

脇
へ
も
ひ
ら
か
れ
ぬ
ほ
そ
み
ち
に
て
の
事
也
。
な
か
と
り
を
し
て
身
を
ひ

と
へ
に
し
て
う
く
る
な
り
。
う
ご
き
に
つ
い
て
い
よ
／
、
勝
也
。
無
刀
の

心
に
て
直
立
、
行
つ
く
ば
悪
し
。
こ
む
吉
、
敵
の
足
に
の
る
ほ
ど
行
。
さ

っ
と
腰
よ
り
行
打
出
す
。
敵
え
か
ま
は
ず
遣
ふ
事
。

遣
手
下
段
の
せ
い
が
ん
、
相
手
も
下
段
、
獅
子
の
洞
出
ほ
ら
入
な
ど
の
や

う
に
か
ま
ゆ
る
な
り
。
打
に
し
た
が
ひ
こ
む
也
。
打
太
刀
見
く
ら
べ
ぬ
や

う
に
足
に
て
詰
る
や
う
に
え
び
ら
心
。

遣
手
の
か
ま
へ
上
段
の
せ
い
が
ん
、
我
拳
を
か
ほ
の
た
て
に
し
て
し
か
く

是
同
事
、
切
か
け
て
見
て
、
か
ま
は
い
も
の
に
は
長
短
の
一
味
と
さ
か
り

て
勝
也
。
太
刀
先
引
切
を
見
、
近
き
は
取
、
う
ご
き
に
は
心
付
事
。

つ
き
か
け
て
か
ま
ゆ
る
也
・
切
に
し
た
が
ひ
て
も
ぢ
り
て
勝
な
り
。
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○
天
狗
抄

・
第
一

・
第
八

○
（
奥
義
太
刀
）

・
添
徴
乱
裁

・
八
重
垣

・
第
二

・
第
三

・
第
四

．
第
五

の

第
六

・
第
七

・
無
二
剣

村
雲

~

○
天
狗
抄

・
第
一

・
第
八

○
（
奥
義
太
刀
）

・
添
赦
乱
赦

、
第
二

・
第
三

・
第
四

・
第
五

■

-トー1.

ｲ､j
'垂
＝

・
第
七

第
六

八
重
垣

無
二
剣

る
な
り
。
何
様
の
か
ま
へ
に
て
も
、
こ
し
て
勝
心
持
、
専
一
也
。
か
さ
よ

り
前
に
て
取
上
勝
。

相
手
は
新
當
流
ま
の
太
刀
也
。
遣
手
は
上
段
、
か
し
ら
の
上
に
か
ま
へ
て

か
出
る
。
打
に
し
た
が
ひ
て
も
ぢ
り
て
勝
也
。

遣
手
は
序
切
き
り
か
け
て
み
る
に
、
そ
れ
に
も
の
ら
ず
、
一
円
定
ま
ら
ぬ

も
の
は
色
を
き
り
か
け
、
う
つ
に
し
た
が
ひ
て
勝
な
り
。

吾
右
に
か
ま
へ
、
左
に
か
へ
て
も
左
足
先
也
。
二
つ
打
合
ぐ
わ
つ
し
て

勝
。
中
に
て
。

和
卜
に
似
、
但
二
つ
前
に
て
と
る
。
遠
近
に
依
て
調
子
の
数
不
定
。

か
ら
ず
早
足
打
太
刀
よ
り
来
る
。

村
雲
に
似
、
但
替
様
に
打
、
村
雲
は
不
し
打

打
太
刀
二
刀
、
右
に
大
、
左
に
小
を
持
、
中
段
な
り
。
味
方
も
中
段
な

り
。
右
へ
し
か
け
左
へ
ひ
ら
く
。

打
太
刀
二
刀
、
右
に
小
、
左
に
大
持
、
小
を
し
ゆ
り
け
ん
に
う
つ
。
味
方

は
車
な
り
。
仕
掛
様
右
に
同
。

是
は
左
太
刀
也
・
切
相
の
内
に
か
ま
へ
か
け
、
う
ら
前
調
子
に
し
た
が
ひ
勝

也
。
中
段
の
か
ま
へ
也
。
此
一
ケ
条
、
今
の
形
と
は
連
、
追
而
可
レ
考
〆
之
。

打
太
刀
二
人
、
ぬ
か
る
方
よ
り
勝
。
但
し
方
に
は
吾
左
よ
り
打
。

添
裁
は
跡
へ
か
わ
る
、
乱
赦
は
前
へ
替
る
。
又
跡
へ
か
わ
る
、
打
所
は
敵

の
両
腕
、
は
み
ね
口
伝
。

打
太
刀
添
裁
に
か
ま
へ
た
る
を
仕
掛
て
勝
。
身
位
口
伝
。

J

’



『陰流書』の分析51

ま
ず
、
『
新
陰
流
兵
法
目
録
』
に
見
ら
れ
、
『
陰
流
書
』
に
見

ら
れ
な
い
勢
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
「
二
十
七
箇

条
裁
相
」
並
び
に
「
奥
義
太
刀
」
の
「
八
箇
必
勝
」
（
「
奥
義
太

刀
」
の
勢
法
の
な
か
の
一
太
刀
）
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
『
陰

流
聿
旨
に
、

（

６

）

二
十
七
箇
条
蔵
相
、
八
ヶ
必
勝
は
宗
厳
よ
り
不
レ
用
し
之
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
厳
春
が
意
識
的
に
目
録
か
ら
削
除
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
『
新
陰
流
兵
法
目
録
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
『
陰
流
書
』

に
見
ら
れ
る
も
の
に
、
「
転
」
が
あ
る
。
厳
春
は
こ
の
「
転
」

・
極
意

・
神
妙
剣

○
二
拾
七
箇
条
蔵
相

・
序
上
段
三

・
破
折
甲
二

・
急
上
段
三

・
八
箇
必
勝

・
活
人
刀

・
向
上

＊
「
奥
義
太
刀
」
の
勢
法
名
は
両
書
共
記
さ
れ
て
い
な
い

中
段
一
一
一

刀
捧
三

中
段
三

下
段
三

打
相
四

下
段
一
一
一

△
二
十
七
ケ
条
蔵
相
、
八
ヶ
必
勝
は
宗
厳
よ
り
不
レ
用
し
之
。

○
転 、

極
意

・
神
妙
剣

■ ●

向活
『 ~I
_｣二 ノ、

刀

共
に
下
段
ぐ
わ
さ
ず
に
打
。

か
け
を
外
に
し
て
ぐ
わ
す
、
惣
而
ぐ
わ
し
身
口
伝
。
昔
は
づ
し
在
に
依
て

遠
く
ぐ
わ
す
。

敵
仕
掛
来
て
、
打
所
を
其
儘
に
て
後
へ
引
ぐ
わ
す
。

出
合
て
共
に
ぐ
わ
す
。
吾
は
左
、
敵
は
右
を
う
つ
。
ま
ね
／
、
を
す
る
打

太
刀
也
。

に
関
し
て
、

大
転
・
小
転
二
品
あ
り
。
先
大
転
よ
り
教
、
後
に
小
転
を

（

７

）

可
レ
教
也
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
大
転
」
「
小
転
」
に
関
し
て
は
、
拙

稿
『
素
肌
剣
術
期
に
お
け
る
新
陰
柳
生
流
の
勢
法
に
関
す
る
研

（
８
）

究
』
で
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
り
、
厳
包
は
自
ら
書
伝
こ
そ

し
な
か
っ
た
が
、
口
伝
に
よ
っ
て
厳
春
の
時
期
ま
で
受
け
継
が

れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
新
陰
流
兵
法
目
録
』
並
び
に
『
陰
流
書
』
双
方
に
見
ら
れ

な
い
勢
法
と
し
て
は
、
「
燕
飛
」
「
奪
刀
法
」
が
あ
る
。
「
燕
飛
」
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に
関
し
て
は
代
々
の
継
承
者
は
そ
の
勢
法
名
を
書
伝
し
な
い
傾

向
が
窺
え
、
ま
た
「
奪
刀
法
」
は
極
意
の
勢
法
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
も
書
伝
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
厳
春
も
そ
の
傾

向
に
準
じ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、
後
の
長
岡
房
成
が

（

９

）

著
し
た
『
刀
全
録
・
勢
法
篇
』
を
見
る
と
、
両
勢
法
と
も
そ
こ

に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
口
伝
に
よ
っ
て
継
承
は
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
二
）
『
陰
流
書
』
の
内
容

さ
て
、
こ
こ
で
具
体
的
に
『
陰
流
害
』
に
記
さ
れ
て
い
る
勢

法
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゑ
た
い
。
た
と
え
ば
、
「
三
学

円
太
刀
」
の
最
初
の
太
刀
で
あ
る
「
一
刀
両
段
」
の
太
刀
の
説

明
箇
所
を
見
て
象
る
と
、
『
新
陰
流
兵
法
目
録
』
に
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
云
、
車
の
構
也
。
敵
懸
に
し
て
身
に
あ
ら
そ
ふ
時
は
其
ま

ま
一
調
子
に
勝
。
又
敵
待
て
有
之
時
は
、
太
刀
さ
き
に
付
、

敵
の
働
に
随
て
可
勝
也
。
「
厳
日
、
他
流
に
は
車
は
く
る
ま

ま
は
る
と
云
心
に
ま
わ
っ
て
勝
。
当
流
に
は
そ
の
ま
シ
勝

（
叩
）

也

。

一
方
、
『
陰
流
書
』
に
は
、

本
日
、
車
の
構
な
り
。
敵
懸
に
し
て
身
に
争
ふ
と
き
は
、
其

ま
掻
一
調
子
に
勝
。
ま
た
敵
待
て
有
し
之
時
は
、
太
刀
先
に

付
け
敵
の
働
き
に
随
て
可
し
勝
也
。
厳
日
、
車
は
車
の
ま
は

る
と
云
心
、
他
流
に
て
は
廻
て
勝
、
当
流
に
て
は
其
儘
勝

也
。
又
日
、
此
描
は
下
り
て
構
る
也
。
能
々
右
の
分
別
し
て

待
事
専
ら
と
つ
か
う
。
す
べ
て
当
流
に
て
は
浅
く
勝
つ
事
を

（

、

）

用
る
な
り
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
新
陰
流
兵
法
目
録
』
に
お
け
る
「
本
日
」

並
び
に
「
厳
日
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
祖
父
の
宗
厳
と
父
の
利
厳

を
指
す
が
、
『
陰
流
書
』
に
お
い
て
も
そ
れ
ら
は
記
さ
れ
て
お

り
、
内
容
も
ほ
ぼ
同
一
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
問
題
は
「
又
日
」
の
部
分
で
あ
る
。
（
前
表
の
『
陰
流
書
』

の
項
参
照
）
こ
の
『
新
陰
流
兵
法
目
録
』
に
見
ら
れ
ず
『
陰
流

書
』
の
糸
に
見
ら
れ
る
勢
法
の
解
説
こ
そ
厳
春
の
加
筆
部
分
で

あ
り
、
彼
の
勢
法
論
が
表
れ
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
先
の
。
刀
両
段
」
の
場
合
を
見

て
承
る
と
、
加
筆
さ
れ
た
部
分
の
内
容
は
『
新
陰
流
兵
法
目

録
』
を
補
う
も
の
で
あ
り
、
否
定
的
な
事
実
を
付
加
し
た
り
訂

正
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
他
の
勢
法
の
解
説
の
個
所
を
見
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え

る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
加
筆
分
は
補
足
的
な
説
明
で
あ
り
、
新

た
な
改
変
事
実
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
厳
包
の
主
旨
に
沿
う
形
で
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そ
れ
を
発
展
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

た
だ
し
、
「
天
狗
抄
」
の
第
七
番
目
の
太
刀
の
説
明
の
後
に

は
若
干
気
に
な
る
文
章
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
太
刀
の

説
明
と
共
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
日
、
是
は
中
段
の
か
ま
へ
也
。
敵
こ
ぶ
し
を
打
所
を
、
其

調
子
を
ぬ
き
、
上
よ
り
か
た
手
は
な
し
て
か
つ
。
敵
太
刀
を

引
上
る
。
味
方
太
刀
の
中
と
り
を
し
て
う
け
る
。
又
敵
腰
の

あ
た
り
を
横
に
な
ぐ
る
所
を
上
よ
り
勝
。
又
日
、
是
は
左
太

刀
也
。
切
相
の
内
に
か
ま
へ
か
け
、
う
ら
調
子
に
し
た
が
ひ

勝
也
。
中
段
の
か
ま
へ
也
・

（

岨

）

此
一
ケ
条
、
今
の
形
と
は
連
、
追
而
可
レ
考
し
之
。
（
表
中
ラ

イ
ン
参
照
）

こ
の
一
文
か
ら
す
る
と
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
「
か
た
」
（
厳

春
が
体
系
化
す
る
以
前
の
も
の
）
は
厳
包
の
時
代
の
「
か
た
」

と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
厳
春
は
そ
の
こ
と
を
指
摘

し
、
再
考
す
る
よ
う
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一

文
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
厳
春
自

身
、
厳
包
の
時
期
の
勢
法
を
手
本
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
当
時
の
「
か
た
」
に
戻
そ
う
と
し
て
い
た
厳
春
の
意
思
を

そ
こ
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
思
こ
そ
新

陰
柳
生
流
の
再
構
築
に
注
が
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

I

厳
春
は
、
中
興
事
業
の
総
集
と
し
て
新
陰
柳
生
流
の
勢
法
を

ま
と
め
、
そ
れ
が
『
陰
流
聿
旨
に
著
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の

書
に
は
厳
春
の
勢
法
観
が
凝
縮
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
『
陰
流
書
』
を
三
つ
の
観

点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
で
、
厳
春
の
勢
法
観
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
た
。

（
二
勢
法
全
般
に
関
し
て

厳
春
は
、
『
陰
流
言
』
の
な
か
で
次
の
よ
う
な
八
項
目
を
立

て
、
「
か
た
」
を
打
つ
時
の
心
積
も
り
を
述
べ
て
い
る
。

惣
躰
表
遣
様
、
常
々
無
刀
の
気
不
レ
忘
可
レ
遣
事

同
縁
と
る
事
悪
し
。
別
々
に
な
る
様
に
可
し
遣
・

同
打
太
刀
に
勝
つ
心
悪
し
。
お
そ
き
様
に
可
し
遣
。

同
打
太
刀
の
色
を
か
ま
は
ず
、
付
心
な
く
、
立
ち
あ

が
り
の
ば
す
事
専
ら
に
打
太
刀
の
程
ゑ
る
事
悪
し
。

同
下
段
よ
り
遣
と
て
も
打
太
刀
よ
り
跡
に
ノ
、
と

可
レ
遣
事
。

同
遣
様
、
勝
心
わ
す
れ
稽
古
第
一
也
。

同
常
々
色
々
に
ほ
れ
な
し
ノ
、
と
可
レ
遣
。
手
足
を

不
〆
遣
、
心
を
可
レ
遣
事
。

三
厳
春
の
勢
法
の
捉
え
方
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同
仕
舞
を
仕
ふ
様
に
心
持
、
ゆ
た
か
に
可
レ
遣
・
つ

よ
く
遣
ふ
と
き
は
、
か
た
く
な
る
。
よ
わ
き
と
ぎ
は
し

る
く
な
る
。
乍
レ
去
、
つ
よ
き
内
に
も
む
つ
く
る
と
す

る
心
を
持
。
よ
わ
き
と
き
は
た
る
む
心
な
き
様
に
心
が

（

蝿

）

け
可
レ
遣
。
切
を
急
間
敷
也
。

こ
れ
を
見
る
と
、
厳
春
は
内
面
的
な
問
題
（
精
神
的
側
面
）
を

非
常
に
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
そ
の
最
初

に
書
か
れ
て
い
る
「
無
刀
の
気
」
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
か
、

あ
る
い
は
「
手
足
を
遣
わ
ず
心
を
遣
う
べ
き
事
」
な
ど
の
文
章

に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
か
た
」
稽
古
で
陥
り
や
す
い
表

面
的
な
勝
負
を
戒
め
、
稽
古
者
の
内
面
に
潜
む
心
の
問
題
を
重

視
し
、
心
で
勝
た
ね
ば
本
来
の
勝
ち
は
得
ら
れ
な
い
と
す
る
態

度
が
そ
こ
に
窺
え
る
。
そ
し
て
、
「
勝
心
わ
す
れ
稽
古
第
一
也
」

と
、
日
々
の
稽
古
で
上
辺
の
稽
古
を
せ
ず
、
単
な
る
勝
敗
に
捕

ら
わ
れ
ず
、
常
に
己
の
心
の
在
か
を
考
え
、
心
で
稽
占
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
「
打
太
刀
に
勝
つ
心
悪
し
、
お
そ
き
様
に
遣
う
べ
し
」

と
か
、
「
下
段
よ
り
遣
う
と
て
も
打
太
刀
よ
り
跡
に
ノ
、
と
遣

う
べ
き
事
」
な
ど
、
「
か
た
」
稽
古
に
お
け
る
具
体
的
な
勝
ち

方
を
示
し
て
い
る
個
所
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
↑
」
こ
に
示
さ
れ

て
い
る
内
容
、
す
な
わ
ち
相
手
を
見
切
っ
て
後
、
勝
ち
を
得
る

と
い
う
「
後
の
先
」
こ
そ
、
稽
古
者
の
内
面
的
な
葛
藤
を
生
じ

さ
せ
る
に
は
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
心
の
諸
問
題
を
容
易
に
表

面
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

普
段
か
ら
相
手
を
見
切
る
稽
古
を
行
え
ば
必
然
的
に
心
の
鍛
練

に
通
じ
、
逆
に
心
が
迷
う
こ
と
な
く
一
定
し
て
い
れ
ば
、
十
分

に
相
手
を
見
切
る
勝
ち
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
言
え
よ

う
。
し
た
が
っ
て
、
厳
春
は
こ
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
な
が
ら

も
、
実
は
稽
古
者
で
あ
る
打
太
刀
と
仕
太
刀
の
間
に
、
単
な
る

技
術
的
な
勝
ち
方
や
、
型
に
な
が
さ
れ
が
ち
な
勝
負
を
超
え
る

も
の
を
希
求
し
た
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

（
二
）
三
学
円
太
刀
に
つ
い
て

新
陰
柳
生
流
の
「
顔
」
で
も
あ
る
最
初
の
勢
法
「
三
学
円
太

刀
」
に
関
し
て
、
厳
春
は
ど
の
よ
う
な
捉
え
方
を
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
勢
法
に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
な
こ
と

（

皿

）

を
述
べ
て
い
る
。

三
学
は
至
て
大
切
な
る
太
刀
に
て
此
上
な
し
。
大
切
成
と
て

常
に
遣
は
ず
ん
ぱ
益
な
し
。
よ
っ
て
初
学
よ
り
是
を
お
し
へ

て
日
夜
遣
し
之
。

こ
の
文
か
ら
す
る
と
、
新
陰
柳
生
流
に
お
け
る
「
三
学
円
太

（

巧

）

刀
」
の
重
要
性
が
よ
く
窺
え
る
。
こ
の
勢
法
に
は
「
高
揚
勢

（
勝
包
考
案
）
」
と
い
っ
て
、
初
学
者
の
為
の
導
入
的
な
も
の
も
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（

肥

）

存
在
す
が
る
、
そ
の
内
容
は
「
合
撃
打
ち
」
と
い
っ
た
高
度
な

技
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
合
撃
打
ち
」
の
意

（

ｒ

）

義
に
つ
い
て
は
拙
稿
で
私
見
を
述
べ
た
が
、
厳
春
も
勝
包
同
様

こ
の
勢
法
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
主
旨
を
継
承
し
て
い
た

こ
と
が
こ
こ
か
ら
窺
え
る
。

ま
た
厳
春
は
、

只
三
学
さ
へ
よ
く
つ
か
へ
ぱ
、
其
他
は
つ
れ
て
昇
達
す
べ

（

肥

）

し
。
近
よ
り
つ
ゞ
ま
や
か
に
稽
古
す
る
ぞ
よ
か
ら
ん
。

と
、
単
に
奥
の
勢
法
へ
進
む
こ
と
ば
か
り
が
よ
し
と
す
る
風
潮

を
戒
め
、
一
つ
ず
つ
完
壁
に
こ
な
し
て
い
く
堅
実
な
稽
古
態
度

を
奨
励
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

（
三
）
名
称
に
つ
い
て

次
に
、
太
刀
名
に
つ
い
て
見
て
ゑ
よ
う
。
厳
春
は
、
「
九
箇
」

の
勢
法
の
解
説
の
後
で
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い

ヲ
（
》
Ｏ表

太
刀
の
名
の
事
、
何
れ
も
い
は
れ
な
き
事
也
。
い
か
に
と

云
に
、
天
狗
抄
に
名
な
し
、
只
一
二
三
と
ま
で
也
。
天
狗
抄

は
至
て
大
切
に
す
る
太
刀
に
さ
へ
名
な
し
。
何
本
め
と
云
を

も
ま
は
り
遠
き
故
に
名
付
之
事
と
糸
へ
た
り
。
吟
味
し
て
益

（

四

）

な
き
事
嗽
。

こ
こ
で
言
う
「
表
太
刀
」
と
は
「
三
学
円
太
刀
」
と
「
九
箇
」

の
勢
法
を
指
す
が
、
そ
れ
ら
の
勢
法
に
あ
る
個
々
の
太
刀
名
、

「
一
刀
両
段
」
や
「
必
勝
」
な
ど
の
名
称
に
は
、
こ
れ
と
い
っ

て
取
り
挙
げ
る
程
の
意
味
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
奥
の
勢
法
の
一
つ
で
あ
る
「
天
狗
抄
」
の
個
々
の

太
刀
に
も
名
称
が
な
く
、
た
だ
一
二
三
と
い
う
呼
称
し
か
な
い

と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
柳
生
厳
長
『
正
伝
新
陰
流
』
に

よ
れ
ば
、
代
々
継
承
者
は
そ
の
太
刀
名
を
極
秘
に
し
そ
れ
を
記

（

恥

）

さ
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
現
に
、
こ
の
勢
法
の
個
々
の
太
刀

名
が
書
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
の
厳
春
よ
り
ほ
ん
の

（

皿

）

僅
か
後
の
長
岡
房
成
『
刀
金
録
・
勢
法
篇
』
か
ら
で
あ
る
。
厳

包
が
著
し
た
『
秘
書
』
に
も
、
同
様
に
番
号
に
よ
る
呼
称
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
書
面
上
の
太
刀
名
と
そ
の
個
々
の

太
刀
の
内
容
と
は
、
あ
る
い
は
厳
春
が
指
摘
す
る
よ
う
に
因
果

関
係
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
章
の
最
後
は
、
厳
春
の

次
の
よ
う
な
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

今
わ
づ
か
の
事
を
躰
と
し
て
、
名
の
訳
は
か
や
う
か
や
う
と

い
へ
ど
も
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
益
な
し
。
只
芸
の
承
深
切
に
心

が
け
、
か
や
う
の
枝
葉
の
小
事
に
心
を
不
レ
用
と
も
可
な
ら

（
理
）

ん

。

先
の
「
天
狗
抄
」
に
は
確
か
に
太
刀
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
こ
の
「
天
狗
抄
」
よ
り
奥
の
勢
法
で
あ
る
「
奥
義
太
刀
」
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厳
春
は
こ
の
『
陰
流
害
』
の
な
か
で
、
「
転
」
に
つ
い
て
か

な
り
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
「
転
」
に
は
「
小
転
」
と
「
大
転
」

の
二
法
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
大
転
」
は
「
小
転
」
の
導
入

と
し
て
素
肌
剣
術
期
に
厳
包
に
よ
っ
て
新
た
に
考
案
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
厳
春
の
勢
法
観
を
よ
り
明
白
に
す
る
た

め
に
、
特
に
こ
の
「
転
」
の
勢
法
に
関
し
て
別
項
を
設
け
、
厳

春
の
「
転
」
論
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
二
「
転
」
勢
の
勢
法
上
の
留
意
点

ま
ず
技
術
的
な
問
題
で
あ
る
が
、
厳
春
は
次
の
よ
う
な
部
分

を
「
物
打
ち
」
と
し
て
捉
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

大
転
は
切
先
よ
り
四
寸
二
分
下
、
鍔
元
よ
り
八
寸
上
間
八
寸

の
内
ｌ
中
略
ｌ
小
転
は
切
先
よ
り
二
寸
下
、
鍔
元
よ
り

の
太
刀
名
は
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
「
天
狗

抄
」
の
例
を
示
し
た
の
は
あ
く
ま
で
も
方
便
で
あ
り
、
そ
の
裏

で
は
、
不
言
実
行
、
日
夜
稽
古
に
鍛
練
す
べ
し
と
説
き
た
か
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
枝
葉
末
節
に
捕
ら
わ
れ
ず
、

稽
古
の
本
道
、
す
な
わ
ち
真
の
切
り
合
い
を
求
め
て
修
養
す
る

こ
と
が
、
「
か
た
」
稽
古
を
す
る
者
に
与
え
ら
れ
た
使
命
な
の

で
あ
ろ
う
。

四
「
転
」
論
に
つ
い
て

（

認

）

六
寸
上
、
間
六
寸
の
内
Ｉ
後
略
Ｉ

こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
は
切
先
を
も
含
む
部

分
を
物
打
ち
と
せ
ず
、
十
数
セ
ン
チ
下
か
ら
が
物
打
ち
と
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
厳
春
は
、

（

鯉

）

遣
ひ
品
柄
も
右
に
准
じ
可
二
考
知
一
す
。

と
記
し
て
お
り
、
「
転
」
以
外
で
使
う
竹
刀
に
お
い
て
も
、
こ

れ
を
基
準
に
自
ら
判
断
せ
よ
と
し
て
い
る
。
（
こ
の
「
遣
ひ
品

柄
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
竹
刀
を
指
す
の
か
今
の
と
こ

ろ
判
明
し
て
い
な
い
）
な
お
、
こ
の
物
打
ち
の
基
準
か
ら
察
す

る
と
、
当
時
は
鍔
先
二
尺
二
分
の
太
刀
と
鍔
元
一
尺
四
寸
の
小

太
刀
を
稽
古
に
用
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
「
転
」
の
稽
古
方
法
で
あ
る
が
、
厳
春
は
次
の
よ
う
な

事
を
書
い
て
い
る
。

（

お

）

今
転
の
非
切
を
す
る
に
至
て
難
し
勝
。

こ
の
「
非
切
」
と
は
本
来
「
間
蔵
（
ひ
き
り
）
」
と
書
く
が
、
こ

の
「
間
減
」
と
は
一
種
の
試
合
稽
古
で
あ
り
、
相
手
が
無
作
為

に
出
す
太
刀
に
応
じ
て
こ
ち
ら
側
も
技
を
出
す
と
い
う
稽
古
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
厳
春
の
時
期
に
も
単
な
る
「
か
た
」
稽

古
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
こ
の
「
間
蔵
稽
古
」
の
よ
う
な
実
戦

性
を
伴
っ
た
稽
古
方
法
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

》
（
》
○
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な
お
、
こ
の
「
間
裁
稽
古
」
が
「
転
」
以
外
の
勢
法
に
も
及

ん
で
い
た
の
か
否
か
は
今
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な
い
が
、
あ
る

い
は
他
の
勢
法
に
も
波
及
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

プ
（
》
○（

二
）
「
相
打
ち
」
に
つ
い
て

さ
て
、
次
に
厳
春
の
内
的
な
部
分
に
目
を
向
け
て
象
よ
う
。

厳
春
は
、

数
十
年
已
前
も
今
も
少
し
も
昇
達
す
る
事
な
く
、
い
つ
ま
で

（

坊

）

か
く
て
は
て
な
ん
と
、
つ
ら
ノ
、
転
の
道
を
考
る
に
、

と
述
べ
、

仕
太
刀
は
一
尺
余
の
小
太
刀
を
以
て
向
ふ
。
打
太
刀
二
尺
余

の
大
太
刀
に
て
片
手
払
に
打
、
そ
の
拳
を
か
た
ん
事
中
々

（

”

）

難
し
及
事
也
。

と
、
小
太
刀
で
大
太
刀
に
勝
ち
を
得
よ
う
と
す
る
「
転
」
の
勢

法
の
難
し
さ
を
記
し
て
い
る
。

こ
こ
で
厳
春
は
、
自
ら
の
経
験
か
ら
「
転
」
の
勢
法
を
行
う

に
当
た
っ
て
の
心
積
も
り
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

打
太
刀
は
大
太
刀
を
持
て
居
れ
ば
、
無
底
に
勝
た
ん
と
思
ふ

欲
あ
り
。
仕
太
刀
は
小
太
刀
に
て
勝
が
た
き
所
を
よ
く
知

る
。
故
に
、
勝
は
捨
置
て
相
打
に
せ
ん
と
心
掛
る
所
、
自
然

と
欲
を
は
な
る
出
所
な
る
べ
し
。
其
心
に
て
相
寸
な
ら
ぱ
い

か
ざ
あ
ら
ん
や
。
乍
レ
去
相
寸
な
れ
ば
心
安
く
無
難
に
か
た

（

詔

）

ん
と
を
も
ふ
心
出
来
る
也
。

つ
ま
り
、
大
太
刀
を
使
う
打
太
刀
は
、
そ
の
太
刀
の
利
を
生
か

し
勝
ち
を
意
識
し
て
掛
か
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
対
し
て
小
太
刀

を
使
う
仕
太
刀
は
、
勝
ち
を
意
識
せ
ず
「
相
打
ち
」
を
心
が
け

て
勝
負
す
れ
ば
、
そ
こ
に
勝
ち
に
対
す
る
欲
が
自
然
と
薄
れ
、

勝
た
ず
と
も
負
け
は
し
な
い
よ
う
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

単
に
勝
負
へ
の
欲
を
捨
て
て
稽
古
せ
よ
と
い
う
漠
然
と
し
た
教

え
は
他
の
流
派
に
お
い
て
も
ま
ま
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
「
相
打
ち
」
を
心
掛
け
て
稽
古
す
る
と
い
う
考
え
は
一
歩

進
ん
だ
、
具
体
的
な
稽
古
方
法
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ

）
ｈ
ノ
。さ

ら
に
厳
春
は
、
こ
の
「
相
打
ち
」
の
効
果
と
し
て
相
寸

（
同
尺
の
場
合
）
な
ぱ
、
相
手
よ
り
も
ゆ
と
り
を
持
っ
て
勝
負

が
で
き
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
相
打
ち
」

の
効
果
を
発
展
的
に
捉
え
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
述
べ
て
い

》
（
）
Ｑい

つ
も
転
の
心
に
て
相
討
ヲ
ノ
ミ
心
掛
ケ
レ
バ
、
昇
達
す
る

の
近
道
な
ら
ん
。
殊
に
相
討
を
心
掛
て
自
然
と
欲
す
く
な
く

な
る
は
、
何
に
よ
っ
て
稽
古
せ
し
ぞ
と
源
を
尋
ぬ
れ
ば
、
転

の
徳
な
り
。
ｌ
中
略
ｌ
欲
少
な
く
相
寸
に
て
も
、
相
討
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（

鱒

）

を
の
ゑ
心
懸
れ
ぱ
、
大
き
に
遣
ひ
安
か
ら
ん
。

こ
こ
に
「
転
の
徳
」
と
い
う
言
葉
が
で
て
く
る
が
、
日
頃
の
稽

古
に
お
い
て
も
「
相
打
ち
」
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
そ
れ
だ
け
を

心
が
け
て
稽
古
を
す
れ
ば
、
「
転
の
徳
」
に
よ
っ
て
必
ず
や
上

達
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
厳
春
は
迷
い
を
嫌
い
、
善
に
も
悪
に
も
一
早
く
心
を

決
め
動
か
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
も
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

た
と
へ
常
々
品
柄
に
て
の
打
ち
合
に
い
か
ほ
ど
よ
く
桑
へ
て

も
実
心
に
す
わ
り
な
く
、
心
う
ご
ひ
て
は
実
の
用
に
立
事
な

く
負
ｌ
中
略
ｌ
一
心
を
大
丈
夫
に
す
る
様
に
、
日
夜
心

（

鋤

）

が
け
て
稽
古
あ
ら
ぱ
、
転
の
勝
が
た
き
は
苦
に
な
る
ま
じ
。

と
記
し
、
「
し
な
い
」
稽
古
で
上
手
に
相
手
を
打
て
た
と
し
て

も
、
心
に
迷
い
が
生
じ
て
い
て
は
実
戦
の
役
に
立
た
ぬ
と
し
、

日
々
「
転
」
の
稽
古
で
「
相
打
ち
」
を
心
掛
け
て
お
れ
ば
勝
と

う
と
い
う
欲
も
去
り
、
そ
れ
に
付
随
し
て
心
が
座
り
迷
い
も
去

り
、
そ
こ
に
実
戦
性
が
自
然
と
生
じ
る
と
し
て
い
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
厳
春
が
家
督
を
相
続

し
た
江
戸
中
期
は
、
世
の
風
潮
か
ら
「
か
た
」
稽
古
が
華
法
化

さ
れ
、
か
わ
っ
て
「
し
な
い
」
稽
古
が
台
頭
し
て
き
た
、
謂
所

変
容
期
に
あ
た
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
新
陰
柳
生
流
の
よ
う

に
「
か
た
」
稽
古
を
固
持
し
て
い
た
流
派
は
、
当
時
の
社
会
状

況
に
応
じ
た
「
か
た
」
の
改
変
に
迫
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
あ
る
流
派
は
「
か
た
」
そ
の
も
の
を
改
変
さ
せ
る
外

的
変
革
の
立
場
を
取
り
、
ま
た
他
の
流
派
は
「
か
た
」
の
意
義

の
再
認
識
を
促
そ
う
と
す
る
内
的
変
革
の
立
場
を
取
っ
た
。
そ

し
て
、
外
的
変
革
す
な
わ
ち
「
し
な
い
」
稽
古
が
実
際
に
打
突

す
る
こ
と
に
実
戦
性
を
希
求
し
た
の
に
対
し
て
、
内
的
変
革
を

遂
げ
よ
う
と
す
る
「
か
た
」
稽
古
に
お
い
て
は
、
「
か
た
」
の

形
骸
化
を
克
服
し
実
戦
性
を
付
帯
さ
せ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

厳
春
は
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
後
者
の
立
場
か
ら
稽
古
者
の

内
面
に
存
在
す
る
勝
負
時
の
心
の
葛
藤
に
眼
を
向
け
、
活
性
化

を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
「
心
」
の
問
題

と
も
言
え
る
が
、
表
面
的
な
勝
負
観
を
否
定
し
、
対
時
時
に
生

ず
る
自
己
の
「
心
」
の
在
り
方
が
本
来
の
勝
負
を
決
め
る
も
の

五
お
わ
り
に
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と
し
ゃ
「
心
」
を
鍛
練
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
か
た
」
稽
古
の
本
来
の
意
義
を
模
索
す
る
な
か
、

形
骸
化
さ
れ
た
「
か
た
」
に
は
自
己
内
面
的
に
も
相
互
的
に
も

「
心
」
の
問
題
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
こ
の
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
が
即
ち
形
骸
化
さ
れ
て
い
る
「
か
た
」
稽
古

を
甦
ら
せ
る
術
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
単

に
理
念
的
段
階
に
留
め
ず
、
「
相
打
ち
」
と
い
う
実
践
段
階
に

ま
で
昇
華
さ
せ
、
教
授
法
の
一
つ
に
取
り
入
れ
た
こ
と
が
厳
春

の
独
自
性
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
あ
る
。

ま
た
、
『
陰
流
書
』
か
ら
察
す
る
限
り
で
は
、
厳
春
は
「
し

な
い
」
稽
古
を
否
定
的
に
は
捉
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
本
稿
で
取
り
挙
げ
た
例
か
ら
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ

で
、
「
心
」
の
な
い
打
ち
合
い
に
対
し
て
は
否
定
的
な
立
場
を

取
り
つ
つ
も
、
裏
を
返
せ
ば
「
心
」
の
あ
る
打
ち
合
い
を
せ
よ

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
先
の
「
か

た
」
稽
古
に
お
け
る
「
心
」
の
問
題
と
合
わ
せ
て
、
当
時
の
剣

術
界
へ
の
警
告
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
心
」

の
問
題
を
抜
き
に
し
た
「
か
た
」
稽
古
あ
る
い
は
「
し
な
い
」

稽
古
は
、
や
は
り
形
骸
化
さ
れ
た
「
剣
術
」
で
あ
り
、
形
だ
け

追
求
し
て
い
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
か
ら
な
の
で
あ
る
。

当
時
の
尾
張
藩
の
剣
術
の
様
相
を
考
え
た
と
き
、
個
々
の
流

派
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

今
回
の
『
陰
流
書
』
の
分
析
を
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
近
世

中
期
と
い
う
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
お
い
て
、
各
流
派
は
そ

の
後
の
存
続
を
考
え
た
上
で
何
ら
か
の
模
索
を
行
い
、
形
骸
化

に
対
す
る
歯
止
め
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
新
陰
柳
生
流
が
尾
張
藩
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

（
虹
）

的
存
在
に
あ
た
り
、
そ
の
周
辺
域
に
あ
る
各
流
派
に
お
い
て
も

「
心
」
の
問
題
を
何
ら
か
の
形
で
思
惟
し
、
実
践
し
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ｌ
注
釈
並
び
に
引
用
文
献
ｌ

（
１
）
互
い
に
約
束
し
あ
っ
た
形
を
、
打
太
刀
と
仕
太
刀
と
に
分
か

れ
て
使
う
剣
術
稽
古
の
一
形
態
。

（
２
）
約
束
さ
れ
た
形
に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
相
手
の
空
き
所

を
打
ち
合
う
剣
術
稽
古
の
一
形
態
。

（
３
）
『
新
陰
流
関
係
史
料
』
上
巻
筑
波
大
学
武
道
論
研
究
室

一
五
九
’
一
七
四
頁
一
九
九
○
年

（
４
）
『
同
右
』
一
七
五
’
二
一
三
頁

（
５
）
『
同
右
』
一
七
五
’
一
八
○
頁

（
６
）
『
同
右
』
一
七
一
頁

（
７
）
『
同
右
』

（
８
）
『
武
道
学
研
究
』
第
二
二
巻
第
三
号
日
本
武
道
学
会
二
八
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（
喝
）
『
前
掲
害
』
（
３
）
一
六
一
頁

（
⑲
）
『
同
右
』
一
六
一
頁

（
釦
）
柳
生
厳
長
『
正
伝
新
陰
流
』
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

二
八
三
頁
一
九
六
一
年

（
虹
）
「
天
狗
抄
」
の
太
刀
名
に
は
花
車
、
明
身
、
善
待
、
手
引
、

二
刀
、
二
刀
打
物
、
乱
剣
、
二
人
懸
の
八
つ
が
あ
る
。

（
理
）
『
前
掲
書
』
（
３
）
一
六
六
頁

（
認
）
『
同
右
』
一
七
一
頁

へ〆、へ

頁
参
照
一
九
九
○
年

（
９
）
柳
生
延
春
氏
所
蔵

（
、
）
『
前
掲
害
』
（
３
）
一
七
五
頁

（
、
）
『
同
右
』
一
五
九
頁

（
廻
）
『
同
右
』
一
六
八
頁

（
過
）
『
同
右
』
一
七
○
’
一
七
一
頁

（
皿
）
『
同
右
』
一
六
一
頁

（
巧
）
古
来
の
「
三
学
円
太
刀
」
は
一
調
子
に
使
う
為
、
そ
の
間
の

取
り
方
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
こ
で
餓
包
は
、
初
学
者
の
為
に

そ
れ
を
分
解
動
作
で
使
う
勢
法
を
考
案
し
た
。
そ
れ
が
「
高
揚

勢
」
と
呼
ば
れ
る
勢
法
で
あ
る
。

（
蝿
）
相
手
が
真
直
に
打
ち
下
ろ
し
て
く
る
太
刀
に
対
し
て
、
こ
ち

ら
も
真
直
な
太
刀
で
打
ち
下
ろ
し
て
勝
つ
技
を
指
し
て
言
う
。

〆へ
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司司

同同

右右
ロ＝ 陰

『
前
掲
害
』
（
８
）

（
躯
）
『
同
右
』

（
妬
）
『
同
右
』

（
”
）
『
同
右
』
一
七
一
’
一
七
二
頁

（
認
）
『
同
右
』
一
七
二
頁

（
羽
）
『
同
右
』

（
釦
）
『
同
右
』
一
七
二
’
一
七
三
頁

（
証
）
新
陰
柳
生
流
は
将
軍
家
の
御
流
儀
に
あ
た
り
、
尾
張
藩
も
親

藩
と
い
う
立
場
上
、
新
陰
柳
生
流
を
庇
護
し
て
い
た
感
が
窺
え

る
。
事
実
、
厳
春
の
二
代
前
は
徳
川
吉
通
侯
が
そ
の
道
統
を
継

承
し
て
お
り
、
そ
の
他
数
名
が
道
統
の
継
承
に
関
与
し
て
い

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
鑑
み
て
、
筆
者
は
新
陰
柳
生
流
を
尾
張

藩
の
剣
術
を
代
表
す
る
流
派
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
る
。


